
儰
儰
儰
儰
儰

木
勉
会
長
）
、

日
（
金
）

に
は
釧
路
地
方
自
衛
隊
協
力

会
（
濁
沼
英
一
会
長
）
、
６

月

日
（
月
）
に
は
釧
路
を

元
気
に
す
る
華
実
の
会
（
西

池
詔
江
会
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ

総
会
を
終
え
た
。

今
後
も
、
釧
路
地
方
経
営

者
協
会
（
中
島
太
郎
会
長)



釧
路
警
察
官
友
の
会
・
釧
路

方
面
警
察
官
友
の
会
連
絡
協

議
会(

白
崎
義
章
会
長)
、
釧

路
食
料
基
地
構
想
協
議
会

(

栗
林
定
正
会
長)

、
北
海
道

自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協
議
会

釧
路
支
部
（
新
妻
緊
市
支
部

長
）
、
根
釧
圏
発
展
推
進
機

構
（
栗
林
定
正
・
山
田
康
志

両
代
表
幹
事
）
な
ど
が
、
総

会
を
開
催
す
る
予
定
。

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
目
的

に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い

る
。こ

の
う
ち
、
５
月

日

（
火
）
に
釧
路
間
税
会
（
村

井
順
一
会
長
）
が
総
会
を
開

き
、

人
が
出
席
。
昨
年
度

の
事
業
と
収
支
決
算
の
報
告

が
行
わ
れ
、
今
年
度
の
事
業

計
画
案
と
予
算
案
が
提
案
、

承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
役
員
改
選
に
伴

い
、
村
井
会
長
は
じ
め

人

（
再
任

人
、
新
任
５
人
）

が
選
任
さ
れ
た
。

さ
ら
に
同
月

日
（
月
）

に
は
、
北
方
領
土
復
帰
期
成

同
盟
釧
路
支
部
（
濱
屋
宏
隆

支
部
長
）
、

日
（
火
）
に

は
釧
路
貿
易
振
興
会
（
佐
々

当
所
に
事
務
局

を
置
く
関
連
団
体

（
外
郭
団
体
）
で

は
、
５
月
以
降
相

次
い
で
総
会
が
開

か
れ
て
い
る
。

商
工
会
議
所
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
関

連
団
体
が
あ
り
、

街
づ
く
り
や
税
務

支

援
、
経

営

労

務
産
業
振
興
産

学
官
連
携
、
自
衛

隊
・
警
察
へ
の
協

力
な
ど
会
議
所
と

連
携
を
図
り
な
が

表
と
貸
借
対
照
表
に
よ
り
説

明
し
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
清
水
政
秀
理
事

事
務
局
長
よ
り
、
令
和
７
年

度
の
収
支
決
算
報
告
を
総
括

プ
を
目
的
と
し
た
リ
バ
ー
サ

イ
ド
の
植
栽
事
業
に
つ
い
て

も
説
明
し
た
。

要
望
活
動
の
実
施
や
、
釧
路

短
期
大
学
の
学
生
募
集
停
止

を
受
け
て
行
わ
れ
た
釧
路
公

立
大
学
短
期
大
学
部
設
置
要

請
の
ほ
か
、
前
年
度
に
続
き

行
っ
て
い
る
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド


の
実
績
及
び
活
動
内
容
、
動

画
作
成
・
楽
曲
配
信
を
行
っ

た
『
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ

Ｓ
ｔ
ａ
ｙ

釧
路
事
業
に
つ
い
て
説
明


そ
の
ほ
か
、
当
地
の
涼
し
さ

を
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
で
Ｐ
Ｒ

す
る
『
笑
え
る
く
ら
い
涼
し

い
ま
ち
』
が
札
幌
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の

『
Ｓ
Ｃ
Ｃ
賞
』
で
最
高
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
や
、
ベ
ト
ナ

ム
で
展
開
し
て
い
る
人
材
育

成
事
業
、
水
産
部
会
が
掲
げ

る
養
殖
事
業
確
立
に
向
け
た

視
察
研
修
の
実
施
を
報
告
し

た
。さ

ら
に
、
青
年
部
の
創
立


周
年
記
念
式
典
や
記
念
事

業
の
実
施
報
告
、
女
性
会
の

釧
路
川
の
景
観
と
魅
力
ア
ッ

儀
な
く
さ
れ
る
事
業
者
の
現

状
に
触
れ
「
こ
う
し
た
情
勢

に
お
い
て
当
所
で
は
描
く･

興
す
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲

げ
、
新
た
な
可
能
性
を
追
求

し
つ
つ
、
地
域
の
未
来
を
考

え
挑
戦
し
て
い
く
」
と
決
意

を
伝
え
「
最
新
技
術
の
活
用

と
変
化
に
負
け
な
い
強
靭
な

経
営
基
盤
の
底
上
げ
に
よ

り
、
地
域
と
事
業
者
が
そ
れ

ぞ
れ
稼
ぐ
力
を
つ
け
て
い
く

こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
鶴
間
秀
典
釧
路

市
長
の
代
理
・
中
村
副
市
長

と
寺
田
振
興
局
長
よ
り
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

議
事
で
は
、
川
村
修
一
専

務
理
事
よ
り
、
昨
年
度
の
事

業
活
動
を
報
告
。
各
地
会
議

所
や
関
係
各
所
と
連
携
し
た

響
を
受
け
た
経
済
の
不
安
定

化
や
、
防
衛
的
賃
上
げ
を
余

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
栗
林
定

正
会
頭
は
、
中
東
情
勢
の
影

集
め
た
物
産
展
も
同
時
開
催

し
盛
況
を
博
し
た
。

午
後
か
ら
は
食
、
観
光
な

ど
多
彩
な
コ
ー
ス
で
構
成
さ

れ
た
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
も

催
さ
れ
、
参
加
者
に
ひ
が
し

北
海
道
の
魅
力
を
存
分
に
体

感
し
て
も
ら
い
地
域
観
光
の

振
興
に
向
け
実
り
多
き
大
会

と
な
っ
た
。

マ
ッ
プ
』
も

好

評

を

得

た
。２

日
目
は

ア
イ
ヌ
古
式

舞
踊
で
始
ま

り
、
全
体
会

議
後
の
記
念

講
演
で
は
、

鶴
雅
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
代
表
取
締
役
会
長
の
大
西

雅
之
氏
が
『
〝
観
光
の
未
来

図
〟
～
日
本
と
北
海
道
の
近

未
来
観
光
～
』
と
題
し
、
阿

寒
湖
温
泉
等
で
の
実
践
を
も

と
に
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ

と
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
の
重
要
性
を
説
い
た
。

ま
た
、
釧
路
市
物
産
協
会

の
協
力
で
道
東
の
特
産
品
を

で
開
催
し
、
釧
路
に
は
全
国

か
ら
各
地
会
議
所
議
員
ら
２

５
０
人
が
集
っ
た
。

初
日
は
４
会
場
を
つ
な
い

だ
キ
ー
ノ
ー
ト
・
ス
ピ
ー
チ

で
開
幕
し
、
釧
路
か
ら
は
鶴

雅
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の

髙
田
健
右
氏
が
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
の
推
進
に
つ

い
て
講
演
。
続
く
分
科
会
で

は
『
モ
ビ
リ
テ
ィ
×
観
光
』

を
テ
ー
マ
に
、
道
東
に
お
け

る
二
次
交
通
の
課
題
解
決
に

向
け
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

交
流
会
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ

肉
や
花
咲
ガ
ニ
、
か
し
わ
ぬ

き
な
ど
釧
路
お
よ
び
道
東
の

特
産
品
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ

か
、
北
海
道
く
し
ろ
蝦
夷
太

鼓
保
存
会
が
演
奏
を
披
露
。

当
所
会
員
の
協
力
を
得
て
制

作
・
配
布
し
た
『
く
し
ろ
街

歩
き
＆
末
広
エ
リ
ア
ナ
イ
ト

り
開
催
さ
れ
た
今
回
は
有

機
観
光
新
産
業
』
を
テ
ー
マ

に
、
初
と
な
る
４
都
市
（
旭

川
・
釧
路
・
札
幌
・
登
別
）

『
全
国
商
工
会
議
所
観
光

振
興
大
会
２
０
２
６
ｉ
ｎ
北

海
道
』
が
２
日
（
火
）
・
３

日
（
水
）
の
２
日
間
に
わ
た

合
会
、
北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト

㈱
を
訪
れ
、
同
様
に
要
望
し

た
。

高
速
道
路
㈱
北
海
道
支
社
、

札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局
、

自
由
民
主
党
北
海
道
支
部
連

実
態
に
即
し
た
運
用
を
要
請

し
た
。

９
、

日
に
は
、
東
日
本

予
算
が
原
則
の
補
助
金
制
度

に
あ
て
は
め
ら
れ
な
い
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る｣

と
訴
え


た
協
議
会
で
決
議
さ
れ
た
中

小
企
業
振
興
や
運
輸
観
光
な

ど
に
関
す
る

件
の
項
目
に

つ
い
て
、
９
会
議
所
の
会
頭

連
名
に
よ
る
要
望
書
を
各
所

へ
渡
し
地
域
の
実
情
と
と
も

に
懸
案
事
項
や
課
題
解
決
に

向
け
た
支
援
と
協
力
を
求
め

た
。８

日
は
栗
林
会
長
を
は
じ

め
各
地
会
頭
や
専
務
理
事
ら


人
が
参
加
し
、
北
海
道
開

発
局
北
海
道
経
済
産
業
局


北
海
道
運
輸
局
、
日
本
貨
物

鉃
道
㈱
北
海
道
支
社
、
北
海

道
旅
客
鉃
道
㈱
、
陸
上
自
衛

隊
北
部
方
面
総
監
、
北
海
道

庁
北
海
道
電
力
㈱
を
訪
問


そ
の
う
ち
経
産
局
で
は
、

新
規
項
目
『
補
助
金
制
度
の

柔
軟
な
運
用
』
に
つ
い
て
栗

林
会
長
が
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
設
備
な
ど
は
年
度
を
ま

た
ぐ
納
入
も
あ
り
、
単
年
度

紋
別
、
遠
軽
、
美
幌
、
留
辺

蘂
）
で
構
成
す
る
東
北
海
道

商
工
会
議

所
連
絡
協

議
会
（
会

長
・
栗
林

定
正
当
所

会
頭
）
で

は
、
８
日

（
月
）
～


日(

水)

に
札
幌
市

内
に
て
要

望
活
動
を

行
っ
た
。

本
要
望

は
、
５
月

に
網
走
市

で
開
催
し

道
東
の
９
会
議
所(

釧
路


帯
広
、
北
見
、
網
走
根
室

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課題解決に向けて
東北海道商工
会議所連絡協 関係各所へ要望

通
常
議
員
総
会
を
開
催

す
べ
て
の
議
案
が
承
認

北海道観光の魅力全国へ
全国商工会議所観光振興大会

道内４都市で初の分散開催

総
会
を
相
次
ぎ
開
催

当
所
関
連
団
体

８
日
に
行

っ
た
要
望

活
動
（
開

発
局
）

５
月

日
（
金
）
午
前

時
よ
り
、
第
１
回
通
常
議
員
総
会
が
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
会
議
に
は
、
委
任
状
を
含
め
た

人
の
役
員
・
議
員
と
、
釧
路
市
の
中
村
基
明
副

市
長
、
釧
路
総
合
振
興
局
の
寺
田
宏
局
長
な
ど
来
賓
７
人
が
出
席
し
た
。

髙田氏が講演したキーノート・スピーチ

交流会であいさつする栗林会頭

５月日に開催した釧路間税会の総会

開会のあいさつをする栗林会頭

８２０２６年（令和８年）６月１６日（火曜日）（第三種郵便物認可）


